
 

 
   

 記者発表日 平成３０年 １月３１日 

■同時発表先 ： 合同庁舎記者クラブ 

                               広島県政記者クラブ 

                               中国地方建設記者クラブ 

 

“小学校児童の体験学習を開催” 
～船越小学校４年生児童が中国技術事務所に来所～ 

 

中国地方整備局中国技術事務所では、「防災技術センター」として地域住民の生命と

財産を守るための防災活動の支援拠点としての役割を担っており、災害支援等を目的と

して、災害対策用機械を配備しています。 

また、人材育成の一環として、研修のみならず一般団体、地方自治体及び学生の方々

等にも「体験学習」として、事務所構内施設や災害対策用機械等の説明も行っています。 

 船越小学校の児童は、毎年来所されており、今年度も、船越小学校４年生児童が体験

学習されますので、お知らせします。 

                  記 

■日 時：平成３０年２月１４日（水）１０：００～１１：３０予定（詳細別紙参照） 

■場 所：中国技術事務所（講演：材料試験棟、体験：構内各施設） 

■備 考：・取材、撮影は可能です。（駐車場有） 

     ・取材を希望される場合は、事前に下記問合せ先までご連絡いただきますようお願いします。 

      ・悪天候等の場合には、延期又は中止する場合があります。 

 

問 合 せ 先 

   国土交通省 中国地方整備局 中国技術事務所 

副所長（機械）  岸部
き し べ

 明和
あきかず

 

防災・技術課長  吉村
よしむら

 卓
たく

志
し

 【担当】       

住 所 ： 広島県広島市安芸区船越南２丁目８番１号 

電 話 ： ０８２－８２２－２３４０（代表） 

         ＵＲＬ ： http://www.cgr.mlit.go.jp/ctc/ 
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【別 紙】

船越小学校「体験学習」行事予定

◆日 時：平成３０年 ２月１４日（水）１０：００～１１：３０（約１：３０予定）

【予備日：平成３０年 ２月１６日（金）１０：００～１１：３０（約１：３０予定）】

◆場 所：国土交通省中国地方整備局 中国技術事務所

（講演：材料試験棟、体験学習：構内各施設）

◆対 象：船越小学校４年生児童・全３クラス計８３名予定（１組２８名、２組２７名、３組２８名）

◆協 力：、有限会社もえぎ、社会福祉法人 広島市安芸区社会福祉協議会

行 事 内 容

１．講 演：１０：００～１０：３０

（１）日程説明

（２）講 演 ：【講師：有限会社もえぎ（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑもえぎ野）社会福祉士 坂本 裕二】
さかもと ゆ う じ

・テーマ：「深めよう、車いすの知識」

（３）車いす操作・介助説明 ：【講師：有限会社もえぎ】

（４）体験学習説明

２．体験学習：１０：３５～１１：２６

・各３クラスに分かれて以下の３体験を交互に実施（約１５分×３体験）

①バリアフリー体験（車いす体験）

・２人１組で車いす操作及び介助者体験

②災害対策用機械等・体験（１）

・分解組立型バックホウの遠隔操作実演

・記念撮影

③災害対策用機械等・体験（２）

・待機支援車、対策本部車、アーチ橋体験（模型）

３．閉 会：１１：２６～１１：３０

・あいさつ：事務局、児童代表



■講　演 ■バリアフリー体験（車いす体験）

■災害対策用機械等の体験

【分解組立型バックホウ】 【対策本部車】

過去の開催状況（参考）

　　【アーチ橋体験（模型）】

　　　開　催　場　所

中国技術事務所（広島市安芸区船越南２丁目８番１号） 構内案内図 

入口 

駐車場 

① 

② 
③ 

①：講演：材料試験棟 

②：体験①：バリアフリー体験施設 

③：体験②：構内グランド 

④：体験③：車庫前 

④ 


